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強相関導体ペロブスカイト型チタン酸化物中の磁性不純物の振舞 
 

  
ペロブスカイト型 SrTiO3 の Sr2+を La3+で置換

し、Ti4+を Ti３+とすることで Tiの 3d軌道に電子が
ドープされ、強相関導体になることが知られてい

る。また、この物質の Tiサイトにさらに磁性不純
物をドープしたときの物性について研究が行われ

ている。磁性不純物として Cr を用いた
Sr1-x-yLax+yTi1-xCrxO3(Cr 濃度を x、Ti 上の電子濃
度をy)ではキャリアとCrスピンの相互作用によっ
て Cr スピン間に強磁性的な相互作用が働くこと
が知られている。また 70％以上の大きな負の磁気
抵抗効果が観測されている[1]。これを踏まえ、本
研究では磁 性不純物 として V を選ん だ

Sr1-x-yLax+yTi1-xVxO3(V 濃度を x、Ti 上の電子濃度
を y)の物性、特に V電子の振舞について研究した。 

Sr1-x-yLax+yTi1-xCrxO3の磁化率はCurie-Weiss的
な振舞であるのに対し Sr1-x-yLax+yTi1-xVxO3の磁化

率はパウリ常磁性的な振舞であった。これは V 電
子が単純な局在スピンではなく遍歴的性質を持っ

ていることを示唆する。また Ti を V で 20％置換
した試料(x = 0.2)の磁化率は Vの入っていない試
料(x = 0)に比べ、その絶対値が約 5倍に増加する。 
図 1 にホール係数の測定結果から求めた

Sr1-x-yLax+yTi1-xVxO3 のキャリア数を示す。V の入
っていない試料(x = 0、白丸)よりも Tiを Vで 20%
置換した試料(x = 0.2、黒丸)のほうがキャリアが多
くなっている。 
また図 2 に室温における光学伝導度の測定結果
を示す。0eV を中心としたピークが伝導電子によ
る寄与である。このピークの積分値から、試料の

n/m*(nはキャリア密度、m*は有効質量)を見積もる
ことができる。1.5eVまでを伝導電子からの寄与と
して積分し、ホール係数から求めたキャリア密度

を用いて計算した有効質量を図 3 に示す。Tiを V
で 20％置換した試料(x = 0.2、黒丸)のほうが Vの
入っていない試料(x = 0、白丸)よりもキャリアの
有効質量が大きくなっていることが分かる。 
 以上の結果から、Sr1-x-yLax+yTi1-xVxO3中の V 電
子は大きな有効質量で遍歴的な性質をもっている

ことが分かった。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1. Sr1-x-yLax+yTi1-xVxO3のキャリア数 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 2. Sr1-x-yLax+yTi1-xVxO3の光学伝導度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 3. Sr1-x-yLax+yTi1-xVxO3の有効質量 
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